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校訓「己を識り 能を研く」 教育目標「知の研鑽・清澄な心・壮健な体」  文責：菅原（理） 

 
  

 

 

 

 
 
 

 4 月 30 日（水）の結団式をもって、本年度の運動会取り組みが  

スタートしました。結団式ではスローガンの発表に続き、各組団の 

３年生応援リーダーの初々しくも力強い指示で、エールが交わされ 

ました。現在は、組団ごとに熱を入れた応援やパフォーマンス練習 

が行われています。また、競技の他に係活動や放送原稿つくりなど、 

一人数役の活動をこなしています。 

東中の校舎には、先週からエールや応援歌の声が響いています。  

教える立場の先輩達も、教わり  

繋ぐ立場の後輩達も、まだ探り 

探りのところがありますが、今 

週末の運動会本番にはきっと、 

堂々とした姿が見られると期待 

しているところです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 
 

東中の運動会といえば、まずはオープニングの勇壮な「鶏舞」。 

滝沢・弥栄両地区で受け継がれ、両小学校でも地域文化の伝承 

として取り組んでいる伝統芸能です。今年度も皆様に披露する 

べく、生徒はご幣束つくりや衣装合わせを行っています。 

 昨年度の課題として兜の老朽化が挙げられていましたが、 

とても有難いことに、滝沢地区のボランテ 

ィアの皆さんにより修繕・作成していただ 

きました。改めて感謝申し上げます。また、 

できあがったかぶとに、本校総合文化部の 

部員が華やかに飾りつけを行いました。地 

域の思いを小中学生が受け継いでいく。大 

人になってルーツを振り返ったとき、大き 

な宝物になることと確信しています。 
 

鶏舞着付教室：明日14 日(水)18:30 多目的ホール、当日飛入り参加OK 

0 鶏舞披露（富沢→牧澤） 全校 

開 会 式 

1 応援合戦 全校 

2 台風の目～玉入れを添えて～ 1 年 

3 2 学年種目 2 年 

4 3 学年種目 3 年 

5 綱引き 全校 

6 全校レース 全校 

7 組団パフォーマンス 全校 

8 全校リレー 全校 

閉 会 式 

中央階段の手すりの凹凸で 
生徒が手をケガしないよう、 
菅原用務員が補修してくれました! 

熟練！さすがの 

手際の良さ！ 

丈夫に 
鮮やかに 

総合文化部、部員 17 人(本校最多)で
様々な文化活動に取り組んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先月の話になりますが、4 月 18 日(金)に全校集会を持ちました。内容は 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、学校への不審者侵入事件の話が聞かれるようになっています。 

学校はご家庭同様「安心・安全」な場でなくてはなりません。本校でも、 

事件事故のニュースの度に危機管理マニュアルに見直しをかけ、教職員 

で共有しているところです。 

お気づきの方もいると思いますが、正面玄関（来客昇降口）には右の 

掲示をしています。ご来校の際は、「入口左にあるインターホン」を通し 

て職員室にお声がけいただきたいと思います。 

  

 

4 月 26 日(土)の PTA 総会の場で保護者の皆さんにはご説明申し上げまし 

たが、それより先の 4 月 18 日(金)朝、年度始めに当たり、校長から生徒に 

「本校のいじめ防止の取組」について確認・共有、併せて以下の話をしました。 
 

私たち人にはすべて「幸せになる権利」がある。その権利は「生まれながらにして備わっている」

ものであり、他によって「決して侵すことのできない（してはならない）権利」、すなわち「基本

的人権」である。ということ。 
 

「人の好き嫌いや相性の合う合わない」はあっても、「それを理由に相手の嫌がることをする権

利を持っている人などいない」こと。「もし理由をつけて、誰かをバカにしたり嫌な思いをさせた

りしていい」という論理が成り立つなら、それは巨大なブーメランで、「あなた自身がほかの人に

軽く扱われていい」「あなたを嫌っている人・あなたと相性が合わない人は、あなたをいじめてい

い」「あなたも人権侵害されてもいい」となってしまうこと。 
 

いじめは「される方」は勿論、「する方」も「不幸」であり、東中では不幸な人を生みたくない

こと。いじめかどうかを判断するためには「自分のしている言動を相手の保護者の前でもできるか

どうか」を立ち止まって考えるという方法もあること。 
 

「自分も含め、完璧な人などいない」こと。自分以外の人は皆、自分にない優れた能力を持って

いて、お互いが欠けている部分を支え合うことで社会（世の中）は成り立っていること。よって、

「自分以外の人も自分と同じようにかけがえのない存在」であり、「人には敬意を払う」「思いやり

の行動をとる」ことがとても大切であること。それは「好き嫌い・相性」とは別物であること…。 
 

中学生の発達段階は、大人にとっての「いい子」「お利口さん」でいればほめられた幼い頃とは

異なります。小学校と比べ規模が大きくなり様々な人と出会う中で、人に嫉妬したり、弱い自分・

できない自分を受け入れられなかったり、当たり前だと思っていた大人の価値観を疑ってみたり、

自分を守るために必死になって嘘をついたり…思春期は「幼い頃には気づかずにすんでいた自分」

に気づくようになり悩んだりする時期。正常な成長、「自分を生きる」ための第一歩です。 
 

とはいえ、自分の満たされなさを「いじめ」という形で人にぶつけて発散しようとするのは大き

な間違いです。「自分でどう折り合いをつけるか」「自分でどう昇華させるか」「自分でどう価値づ

けるか」…思うようにならない経験を通し、それぞれが紆余曲折しながら自分なりの方法を探り探

り、大人になっていきます。「人を大切にする」ことは「自分を大切にする」ことでもあります。 
 

学校でできることは「教育」です。本校では「いじめ防止基本方針」の下、生徒の健全育成の観

点から指導・対応・支援をしてまいります。何か気になることがあれば、学校にご連絡ください。

今後ともご家庭のご理解ご協力をどうぞよろしくお願いします。 


